
開催日程 ２０２３年 １月 １４日（土）

開催方法 オンライン（オンデマンド型講座（非同期型講座））

参加資格 現職幼稚園教員・現職保育士・現職保育教諭・保育者養成校の学生・

その他 ※保育に関心のある方ならどなたでも参加できます。

参 加 費 無料

講 師 幸田 瑞穂氏

― プロフィール ―
25年間、幼稚園教諭および保育園の園長として保育の仕事に携わる。

現在は甲南女子大学人間科学部の助教として「こどもの主体的な活動を保障するあそび環境」

や「あそび環境における米粉粘土の有効性」に関する研究を続けている。

また、大学教員として勤務の傍ら、スウェーデンで得た保育の知見や美術教育の視点を取り入

れた、カフェ&遊び場「あそびとおやつMysig」代表として運営を行い、様々な世代の方が楽

しめる居心地の良い場づくりを目指している。

参加方法 下記フォームからお申し込みください。

https://forms.office.com/r/vc3nHCmYyf
（右のQRコードからもお申し込みできます）

・これらの個人情報は講座目的以外には使用いたしません。

※今回FAXによるお申し込みはありません。

お申し込みから受講までの流れは裏面をご覧ください

開催日の前日にメールにて「詳細のご案内」をお送りいたしますので
なるべくお早めにお申込み頂けますようお願い申し上げます。

セミナー

「こどもの心を育む保育に向けて

～粘土遊びの実践から～」

●お問合せ先：大阪大谷大学 幼児教育実践研究センター
〒584-8540 大阪府富田林市錦織北3-11-1
TEL：0721-24-9703 メール : youkyou-center@osaka-ohtani.ac.jp

主催；教育学部 幼児教育実践研究センター ２０２２年度行事②

後援；富田林市

「粘土」で夢中になって遊んだ経験がありますか。一括りに「粘土」といってもその種類は
様々です。今回は様々な粘土の中でも、保育者が手作りできる身近な食材を使った粘土を用
いた遊びの実践をご紹介いたします。
粘土での遊びだからこそ生まれた応答的で柔らかな“人と人のかかわり”に着目し、こども
の心を育む遊び環境のあり方について、皆様と一緒に考える機会にできればと思います。

https://forms.office.com/r/vc3nHCmYyf


開催日程 ２０２３年 １月 ２８日（土）

開催方法 オンライン（オンデマンド型講座（非同期型講座））

参加資格 現職幼稚園教員・現職保育士・現職保育教諭・保育者養成校の学生・

その他 ※保育に関心のある方ならどなたでも参加できます。

参 加 費 無料

講 師 桜井 智恵子氏

― プロフィール ―

専門は教育学、社会思想史。現在、関西学院大学人間福祉学部教授。大阪聖和保育園で「子ども

の育ちが気になる親の会」に2012年より参加。水口幼稚園評議員、川西市子どもの人権オンブ

ズパーソン専門員。著書は『教育は社会をどう変えたのか―個人化をもたらすリベラリズムの暴

力』(明石書店､2021)『子どもの声を社会へ―子どもオンブズの挑戦』（岩波新書､2012）、

論文は「こども家庭庁の『こどもまんなか』政治―ネオリベラルな『ウェルビーイング』」『現

代思想』22年3月など。

参加方法 下記フォームからお申し込みください。

https://forms.office.com/r/vc3nHCmYyf
（右のQRコードからもお申し込みできます）

・これらの個人情報は講座目的以外には使用いたしません。

※今回FAXによるお申し込みはありません。

お申し込みから受講までの流れは裏面をご覧ください

開催日の前日にメールにて「詳細のご案内」をお送りいたしますので
なるべくお早めにお申込み頂けますようお願い申し上げます。

セミナー

「子どもたちをとりまく社会の現状と課題」

主催；教育学部 幼児教育実践研究センター 2022年度行事 ③

後援；富田林市

「それって保育では基本。」本当かな？誰にとっての基本でしょう。
近年復活してきた「発達」重視。社会がなぜ「発達」を必要としたのか。日本は世界で富裕層
が多い国ですが、困窮している子育て家庭や人々が増大しています。富の配分が問題ですが、
それをずらし個人の問題にすると「発達」に注目が集まります。発達を支え、能力を伸ばし、
機会を与えよう。でもうまく行かなかったら自己責任という論理に「発達」が用いられていま
す。いわば「発達」という子どもへのパワハラであるにもかかわらず、保育業界では「発達の
つまずき」と、社会的状況は見ない狭い視野で使われる傾向があります。お話の核心は、私た
ちが無意識に子どもや保育者の問題と思わされている事は経済と深く関わっているという構造
の説明です。ご一緒に子ども達に失礼のない未来を考えましょう。

●お問合せ先：大阪大谷大学 幼児教育実践研究センター
〒584-8540 大阪府富田林市錦織北3-11-1
TEL：0721-24-9703 メール : youkyou-center@osaka-ohtani.ac.jp

https://forms.office.com/r/vc3nHCmYyf


 

保育の学び直し講座・特別セミナーお申込みから受講の流れ 
 

お申し込み 

表面にありますアドレスもしくは QR コードを読み取り、パソコンまたは 

スマートフォンからお申し込みフォームに必要事項の入力をお願い致します。 

※今後のご案内について、ご登録のメールアドレス宛にお送りしますので 

複数でお申込みの方はお手数ですが、代表者様よりメールの転送をお願い致します。 

個別にメール配信が必要な場合は各自お申込み下さい。 

 

 

受付完了メールの配信 

ご入力頂きましたメールアドレスに受付完了メールをお送りいたします。（自動配信） 

受付完了メールが届かない場合は「@osaka-ohtani.ac.jp」のドメインで 

送信されますので、ドメイン指定、アドレス指定受信などを設定されている方は、 

受信許可をお願い致します。 

 

事前質問受付開始 （受付完了メール内） 

できる限り参加者皆様のニーズに対応した内容となるよう、事前に講師へのご質問を 

受け付けさせて頂きたいと思います。講座のテーマ、講師の専門分野に関連するご質問が 

ありましたら、受付完了メール内にあります事前質問受付フォームにてご質問ください。 

 

 

公開アドレス案内・事後アンケートフォームをメール配信 

（講座開催日前日） 

 

 

受講 

公開アドレス案内のメール到着から、約２週間ご受講いただくことが可能です。 

配信期間内のご都合の良い時にご受講ください。 

 

 

事後アンケート 

ご参加頂きました皆様のご感想を伺いたいと思いますので、ご受講後にアンケートの 

ご回答をお願いいたします。事後アンケートのご回答をもってご出席とさせて頂きます。 

 

●ご視聴方法につきましては、受付完了メールをご確認下さい。 


